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2023-2024 年度 RＩテーマ  

地区スローガン 

希望を語ろう We are Rotary, together 

 

 

 

 
 

34 号 ３３３７回例会 ２０２4 年 5 月 30 日（木） 

＜ビジター・ゲスト＞ 

埼玉県産業労働部 産業労働政策課

副課長 岡野 秀以 様 

 

🌸会長の時間🌸 木下登会長 
ロータリー国際大会シン

ガポール 5/24～28 行われま

した。入間ロータリークラブ

より水村パストガバナーご

夫妻が出席いたしました。大

変お疲れ様でした。次回例会

で式典のお話を頂きたいと

思います。 

また、昨日は入間 RC のゴルフコンペが、久

邇カントリークラブで行われました。朝まで

豪雨になっていましたが、昼間は晴天に恵ま

れ、楽しいプレーが出来ました。そ して、本

年度の部会の納会も夕方より行われ、素晴らし

い親睦活動が出来ました。お疲れ様でした。 

岡野秀以様には、大変お忙しい中、快く卓 

話をお引き受け頂き心より御礼申し上げます。

本日のテーマである、価格転嫁は、原材料・人

件費・光熱費のコスト上昇分を、製品やサービ

ス価格に上乗せすることですが、長らく続く、

原材料価格やガソリン、電気代などの、エネル

ギー価格の高止まりは、各企業の収益を、非常

に圧迫し続けております。物価上昇に賃金が追

い付かず、消費の低迷が懸念される中、我が国

の雇用の 7 割を占める、私たちの中小企業が、

その資源を確保できる取引環境を整備すること

が、大きな問題になっている訳です。その辺の

重要な所を、本日は、お話し頂けるとの事で、

どうぞ宜しくお願いします。 

最後となりますが、創立後 60 年から 64 年

までの入間 RC の歩みを話します。 

第 61 代滝沢文夫会長年度は、入間ロータリ 

ークラブ 60 周年記念事業として東京湾サン

セットクルーズを企画いたしました。 

11 月 14 日には、子ども食堂ネットワークい

るま会長・村野裕子さんの卓話を頂き、貧困

である子供たちの状況は、全国統計で、子供 

7 人のうち１人が貧困であるとの話を聞き、

大変驚きました。現在でも、毎週の例会でメ

ンバーの皆様に、子供たちの為に、募金箱を

続けております。そしてロータリー美術館で

は、上野の森美術館ゴッホ展を観賞し、その

後、上野東天紅にて楽しいリッチな食事をし

てまいりました。2020 年 2 月に入り、新型コ

ロナウィルス感染症の影響が出始め、各団体

等の事業が自粛する状況になってきました。

第 62 代忽滑谷明会長年度は、7 月より新年

度が始まりましたが、新型コロナウィルス感

染症の感染拡大により、例会方法が三蜜を避

け、例会時間・場所を変更し、飲食は伴わな

いことを決定しました。クラブ運営も大幅に

変わり、皆さんに状況を理解して頂き、協力

をお願いしました。8 月 6 日には相原茂吉ガ

バナー公式訪問例会が、丸広さくら草ホール

にて、感染症に十分注意して行われました。 

12 月に入り新型コロナウィルス感染者数、全

国で 147,360 人、その内埼玉県で 8,531 人、

入間市でも 138 人と、年が変わっても増え続

け、一向に収束いたしません。3 ヶ月ぶりの 4 

月第一例会では、感染者数が全国で 475,798 人、

埼玉県で 32,676 人、入間市で 511 人になり

拡大を続けていることを「会長の時間」で話

しました。忽滑谷年度の、入間ロータリー活

動も、3 年間継続事業の電子黒板寄贈のみで、

新たな奉仕活動、プログラムの消化は出来ま

せんでした。 
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第 63 代吉沢誠十会長年度は、会長方針特質

として、「我々は、地域を愛する尊敬しあえ

る仲間であり、密かに入間ロータリアンとし

ての誇りをもって、生きているはずです」感

染防止に最大限の努力をしながら、事業を進

めて行きます。メンバーの皆さんに理解をお

願いいたします。12 月 16 日ホテルヘリテイ

ジにて、クリスマス家族例会が行われました。

当日は、事務局奥田さん勝田さんの、歓送迎

会も合わせて行われました。 

1 月 27 日には、水村雅啓ガバナー公式訪問

例会が開催されました。新型コロナウィルス

感染症の関係で、通常の訪問例会とは違う例

会になりますが、水村雅啓ガバナーを、心か

ら歓迎いたしました。3 月 26～27 日は、2570

地区水村雅啓ガバナー主催の地区大会が、

「本会議」川越プリンスホテル・「式典」ウェ

スタ川越にて開催されました。ホストクラブ

会長として、歓迎挨拶を行いました。 

第 64 代豊田義継会長年度は、「入間の子供 

たちの為に」をテーマに入間市に教育機材購

入資金として 100 万円を寄贈いたしました。

また、新入会員 4 名の増強があり、新型コロ

ナウィルス感染自粛の中での実績でした。 新

型コロナウィルスの感染症は、終息には至っ

ておりませんが、5 月 8 日より 5 類に分類変

更になり、徐々に行動制限が緩和されて、各

団体の活動も少しずつ見えてきました。 

入間ロータリークラブ創立 65 年、本年度の

事業については、木下年度 6 月第三例会で、

しっかり報告いたします。 

＜幹事報告＞ 間野尚幹事 
1.6/6（木）例会開催場所はイルミン 2F 

間違えないよう注意願います。又、理事会

開催時間は 11：00。例会は 12：30 点鐘 

2.6/12（水）第 5 回会長幹事会 

（新旧会長幹事が出席） 

3.6/9（日）わんぱく相撲（入間市市民体育館）

間野幹事出席 

4.6/13（木） 入間市ゴルフ協会定期総会・

ゴルフ大会 杉田会員出席 

5.6/20（木）通常通り丸広百貨店バンケット

ルームで開催 

6.6/27（木）昼間ゴルフ部（狭山ゴルフ）

夜間例会（最終例会）黒茶屋 

＜宮崎正文エレクト＞ 
次年度の活動計画書宜しくお願いします。 

●  委員長報告 

［親睦活動委員会］ 細田浩司委員長 
６月27 日の黒茶屋で開催いた

します木下年度最終例会には是

非多くのご参加宜しくお願い致

します。 

 

 

［国際奉仕委員会］ 馬路宏樹委員長 
5 月 19 日に青少年交換プログ

ラム派遣生募集の説明会に行っ

て来ました。募集期間は 7 月 1

日～15 日、派遣期間が 2025 年 

8 月～2026 年 7 月迄です。高校

生のお子様、お孫様で参加され 

たい方は事務局に条項を預けいますので興味

のある方はご参考になってください。 

 

 

＜出席報告＞ 駒形一人委員 

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

38 名 22 名 61.0％ ----- 

事前欠席連絡 7 名 

 
 
＜ニコニコＢＯＸ＞ 白幡英悟ＳＡＡ

木下登君、間野尚君、宮崎正文君、 
白幡英悟君、駒形一人君 
産業労働政策課、岡野秀以様 本日の卓
話宜しくお願い致します。 

後藤健君 

少し早く退出いたします。 

本日¥6,000 累計¥1,053,063 

 

 

■  回覧、配布物 

① カルガリー国際大会について 

② 2025-2026 年度青少年交換プログラム応募 

③ 2026－27 年度ガバナー候補者の宣言 

④ ５.６月プログラム 

⑤ 6/27 ゴルフ&木下年度最終例会出欠表 

⑥ 茶の香めーる Vol.90 

⑦ 6/6 例会 出欠表 

⑧ ハイライトよねやま Vil.290 

⑨ 他クラブお知らせ 

⑩ フードバンク寄贈品受領書 

⑪ 訃報；一柳会員ご尊父 一柳芳彦儀 

⑫ 入間 RC 週報 32,33 号 
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この様な説明の機会を

設けていただき感謝申し

上げます。エネルギー・

原材料価格の高騰が長期

化する中、県内中小企業

の生産性を高め、継続的

な賃上げにつなげるため

には、コスト上昇分を適

切に価格転嫁していくことが重要です。 

このため、埼玉県では全国に先駆け、令和

４年９月に産・官・金・労の１２者により

「価格転嫁の円滑化に関する協定」を締結

し、オール埼玉で中小企業の価格転嫁を支

援しています。 

こうした地域における連携の取組は「埼玉

モデル」として国や日本商工会議所などか

ら高い評価を頂いており、本県を含め３７

道県にまで拡大しています。 

本県では、協定の実効性を高めるため、

県内企業４万社への通知や中小企業診断士

による電話や訪問により、パートナーシッ

プ構築宣言の登録を働き掛けるとともに、

宣言企業に対し、価格交渉のノウハウ獲得

に向けた無料の伴走型の支援を実施してい

ます。伴走型支援では価格転嫁が可能とな

った好事例が生じています。皆様に是非、

御活用いただきたいと考えております。埼

玉県価格転嫁相談窓口（048-762-3391）に

お電話いただければと思います。 

 

 

 

また、県では原材料1,420品目のこれま

での値動きを示す「価格交渉支援ツール」

や、価格転嫁と収益の相関関係が企業ご

とに一目で分かる「収支計画シミュレー

ター」を開発し、県ホームページで無料

公開しています。こちらも簡単な操作で

使えますので是非、御活用いただきたい

と思います。 

さらに、昨年９月には、埼玉りそな銀

行をはじめとした金融機関と連携し、

「価格転嫁サポーター制度」を創設しま

した。既に、１６金融機関、約4,000人に

上るサポーターの方に活躍していただい

ており、企業訪問の際に県の最新の支援

情報の紹介や、ツールの効果的な使い方

などの支援を通じ、適切な価格転嫁を後

押していただいております。 

企業からは、「価格交渉支援ツールを

活用して値上げの根拠資料を作成したと

ころ、取引先との交渉に成功した」、

「価格転嫁サポーターから活用できる支

援情報を知ることができた」など感謝の

声を伺っています。こうした施策の展開

により、パートナーシップ構築宣言を行

った企業の割合は大都市圏でトップとな

り、２位との差も拡大をしているところ

です。 

今後とも県内企業が稼げる力を高めら

れるよう、サポートしてまいります。本

日はありがとうございました。 

 

■■■講 師 卓 話 ■■■ 

価格転嫁を取り巻く環や行政の支援内容 

埼玉県産業労働部産業労働政課副課長 岡野 秀以 様 


